
緑苑祭
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附属中高・入試日程

　昨今の世の中、グローバリゼイションや DX の進化もさることながら、社会環境・自
然環境の厳しさが増しております。こうした厳しい時代にこそ、本学建学の精神【自主自
律】が真の力を発揮するものかと存じます。
　それに資するべく、本学附属女子中高では、「KASEI から SEKAI へ」と生徒の健やか
な育ちの為、海外留学や語学研修プログラムの充実を図り、以下の内容を昨年夏期に高校
で実施しました。
◎夏期語学研修：ニュージーランド（3週間）
◎ターム留学：ニュージーランド（10週間）、オーストラリア（8週間）
◎ English キャンプ < 高1年全員＞
さらに本年は高校で、
◎海外修学旅行：シンガポール ＜高2年全員＞
◎長期留学：ニュージーランド（1年間）
そして、中学校では MYP＜IB教育：中等教育プログラム＞ を展開しつつ、
◎ターム留学：ニュージーランド（10週間）
◎学校体験研修：オーストラリア（10日間）
なども加味した新たなプログラムを準備致しております。龍が天に昇るが如く、本学は
KASEI から SEKAI へと更なる発展を目指して参ります。引き続きご指導ご鞭撻の程、
心よりお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。
　本年 4 月の中学校入学者は第 80 期生となります。夢多き生徒たちが、多様な学習体
験を経て大きく成長し、社会を担う能力を身につけるためのより一層の質の高い教育を展
開したいと考えています。
　特に、自主自律を体現するとともに、平和な国際社会をけん引する教養を養いたい。そ
のためには、教科では基礎学力とより高度な学力を養い、あらゆる情報から真実を見抜く
能力を身につけ、自分の意見をもって多くの人と語り合い、協力できる力を養うことは喫
緊の教育課題であります。一方で、例えば下級生上級生の隔てなく、運動会や緑苑祭の企
画・運営に参加し、リーダーシップを学ぶこと、あるいは学級の問題をみんなで共有し解
決するために話し合い、方策を考え実行できることなど、教科以外の日々の活動は、重要
な隠されたカリキュラムです。ここでの教員の役割は、生徒の動向を丁寧に見守り、公平
公正さが保持できるようにすることです。
　平和な国際社会に貢献する個人を育てる MYP の目標の一つは、Thinkers and Risk-
takers を育てることです。また、Caring や Inquirers などの要素も機会ある毎に養い
育てる、厚みのある質の高い教育を目指して、さらなる飛躍を遂げるよう教職員一同邁進
してまいります。
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辰年：龍が天に昇るが如く、KASEI から SEKAI へ！

質の高さを求めて　〜 Thinkers and Risk-takers 〜

令和５年度緑苑祭・附属高等学校の様子
　附属高等学校では、昨年度よりも多い４３団体が緑苑祭に参
加しました。今年度も天候に恵まれ、大勢のお客さまにご来校
をいただきました。各展示会場に加え、中庭ステージ・三木ホー
ル・プール棟での発表、体育室やグラウンドでの招待試合も行
いました。４年ぶりにお迎えした一般のお客さまもたくさん見
え、盛況のうちに緑苑祭を終えることができました。

〜りんごが結ぶ縁〜　弘前市との交流記念植樹祭
　緑苑祭の 1 日目、10 月 21 日 ( 土 ) に、りんごの植樹祭がおこなわれました。植樹
祭には、弘前市からはりんご課の吉崎課長と同課員のお二人が、本校からは菅谷理事長
はじめ、大澤高等学校校長、賞雅中学校校長、中高の後援会組織である鳩友会の立木会長、
そして、中高生徒会の会長他、多くの方々にご出席いただきました。
　今回植えられたのは弘前市から寄贈された「ふじ」と「王林」の 2 本ですが、本学園
と弘前市との交流が始まったのは 30 年以上も前のことです。中学生が修学旅行で弘前
市を訪れ、りんご園で摘花作業の体験をしたことで、弘前市とのつながりができました。
やがて、鳩友会が中心となって、緑苑祭のバザーでりんごやお米など弘前市の物産販売
をするようになりました。以来、その売り上げは奨学基金に役立てられています。
　秋晴れの空の下、多くの方々に見守られて植樹された 2 本の苗木は、弘前市と本学と
の交流、そして、すべての生徒に安心して充実した学校生活を送ってほしいという願い
の象徴です。いつかたくさんのりんごが実ることを期待して見守ってください。

●附属中学校 ●附属高等学校

令和５年度緑苑祭・附属中学校の様子
　附属中学校では、昨年度に続き三木ホールにて合唱祭が行わ
れました。コロナ制限がなくなり、多くの保護者の方の声援の
もと、附属中学生の元気一杯の歌声が三木ホールに響き渡りま
した。また短い準備期間にもかかわらず、各学年および各部活
動の展示発表では工夫をこらした展示活動を行うことができま
した。

区分 募集人員 試験日 試験科目
1回

特別奨学生入試
特進（E）CLASS 15名 2/1（木） 

午前
①2科目（国語・算数）
②4科目（国語・算数・社会・理科）進学（ i）CLASS 25名

2回
特別奨学生入試

特進（E）CLASS 10名
2/1（木）

 午後

①適性検査型［Ⅰ・Ⅱ］
②適性検査型［Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ］進学（ i）CLASS   5名

特進（E）CLASS 10名
2科目（国語・算数）

進学（ i）CLASS 15名

3回

特進（E）CLASS 10名
2/2（金） 

午前

①2科目（国語・算数）
②4科目（国語・算数・社会・理科）進学（ i）CLASS 15名

特進（E）CLASS   5名 国語・算数・英語
（英検資格点＋面接）進学（ i）CLASS   5名

4回
特進（E）CLASS   5名 2/2（金） 

午後 算数（1科目）
進学（ i）CLASS 10名

5回
特進（E）CLASS   5名 2/3（土） 

午後 国語（1科目）
進学（ i）CLASS 10名

6回
特進（E）CLASS 若干名 2/4（日） 

午前 2科目（国語・算数）
進学（ i）CLASS   5名

区分 募集人員 試験日 試験科目

推
薦
入
試

特進（E）
CLASS

A推薦
（単願）

30名
1/22（月）

適性検査
（国語・数学・英語）
［リスニングなし］

　3科60分

B推薦
（併願）

1/22（月）・
　23（火）

進学（ i）
CLASS

A推薦
（単願）

70名
1/22（月）

B推薦
（併願）

1/22（月）・
　23（火）

一
般
入
試

特進（E）
CLASS 単願優遇

併願優遇
含む

30名
2/10（土）・
　13（火）

国語・数学・英語
［リスニングあり］

各50分進学（ i）
CLASS 70名
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